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イギリス最大級の日本文化紹介イベント「HYPER JAPAN」に参加しました 

～ロンドンの暑い３日間の速報～ 

 

ロンドン事務所 

 

１．イベント概要 

2013 年７月２６日（金）～２８日（日）の３日間、ロンドン市内の Earls Court（アー

ルズ・コート）にて 5 回目を迎える「HYPER JAPAN」が開催されました。この Earls Court

は昨年オリンピックのバレーボール会場となったところであり、ロンドン市民にとってもイ

ベント会場として広く認知された場所です。 

開催前からロンドン市内の主要な地下鉄の駅にはイベント告知のポスターが張られ、また

開催期間中にロンドン市内の地下鉄を運営するロンドン市交通局（Transport for London）

のツイッターアカウントで「HYPER JAPAN が開催されているので、最寄り駅やその周辺

駅では混雑が予想される」とツイートされる程、ロンドン市民にとっても馴染みあるイベン

トに成長してきています。このことは今回の来場者数が昨年度の４万６千人を大きく上回る

６万２千人になったことからもうかがえます。 

 

２．各自治体からのご協力 

今回のこのイベントおよび 10 月に予定されている JAPAN 祭り等で配布する各自治体の

広報媒体を募集したところ、140 を超える団体からポスター、パンフレット、地図、ピンバ

ッチやティッシュなどのグッズを送付いただきました。総重量にして 900ｋｇ弱。たくさん

の自治体からご協力いただきましたこと、この場をお借りしてあらためて感謝申し上げます。 

 

３．開催中の様子 

 開催期間中は、金曜日は 14 時から、土・日

曜日は 9 時 30 分からの開場でしたが、開場

前から長蛇の列ができるなど、このイベントを

楽しみにしている方がたくさんいるいらっし

ゃることを、嬉しく、そして頼もしく感じまし

た。 

会場内では、日本の文化を紹介するためのイベ

ントやブースが設置されています。昨年度に引

き続き、日本のゲームを紹介するコーナーでは

たくさんの人が楽しんでいらっしゃいました

し、日本酒を紹介するブースも試飲をすべくた

くさんの方が列を作っていらっしゃいました。

この他にも、日本食ブースではお好み焼やた 

こ焼き、ラーメンなどを求める人でにぎわっており、久しぶりの日本食を楽しもうと思った
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私自身はあまりの列の長さに断念したほどでした。出展者の中には、パリで和小物のお店を

経営されている方がいらっしゃいました。７月にパリで行われた Japan Expo 2013 にも

出展された上で、今回ロンドンでのイベントにも参加されておりヨーロッパ内の横の拡がり

の容易さを感じました。 

また、今年は置屋を再現したブースも出展されており、本物の芸者さんが参加されており

ました。ブース内で着付けやお化粧が実演されている際は、多くの人が見学されており、日

本特有の文化への強い関心を感じました。 

 

３．当事務所の取り組み 

 

 

当事務所ブース風景 

 

 

メインステージの壁一面に張られたポスターとそれに見入る来場者 
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 当事務所でもブースを確保し、各自治体からお預かりしたパンフレットやグッズを使用し

ながら、各地域の PR 活動を行うと共に、アンケートも実施しました。 

 また、主催者の協力を得て、お預かりしたポスターはメインステージの壁を中心に掲示さ

せていただきました。各地域の特色あるポスターを来場者がじっくりと見入っている光景も

あり、改めて日本の文化の豊かさを感じていただくことができたのではないかと思います。 

 ブースではたくさんのパンフレットを机上に並べ、来場者のご希望にあわせてお配りした

り、お薦めのところをご紹介するなどしながらパンフレットを配布しました。英国をはじめ

とするヨーロッパの方々が手に取りやすいものは、やはり表紙の写真やイラストが日本特有

のものや文化にイメージが直結できるもの（具体的には、城、寺社仏閣、田園風景など日本

人にとっては当たり前のものでも、欧州人にとっては目新しく映るものもたくさんあるよう

です。）、起点になる場所（例えば、東京）からどれくらいで移動できるのかが明確になって

いるものなどが多かったような気がします。 

 

４．南丹市の取り組み 

 京都府南丹市からは、前回に引き続き単独ブースを出展されました。ブースでは地元の工

芸品を PR されるとともに、前回当初準備していた材料が初日でなくなってしまうほど大変

好評だった箸づくりのワークショップを今回も開催されました。今回も大変な人気を博して

おり、前回体験できなかったから今回また来ましたと話す方もいらっしゃったそうです。南

丹市のご担当者は「この反応をみながら、工芸品のみならず地元への観光のインバウンドの

増加にもつなげていけるような取り組みを検討したい。」と話されておりました。 

 

５．さいごに 

 当日の詳細なレポート及びアンケート結果についてはまとまり次第、当事務所ホームペー

ジなどでご報告したいと思います。 

 

 

（参考ホームページ等） 

昨年度報告書：http://www.jlgc.org.uk/jp/pdf/blog/london_economic_event.pdf 

主催者 HP  ：http://www.hyperjapan.co.uk/ 

主催者 FB  ：https://www.facebook.com/hyperjapan 

 

 

 

 

（山口所長補佐 佐賀県派遣） 
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